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地球変動予測を意識した

































　2007 年 2 月に発表された IPCC（気候変動に関する政府間パネル）第 4 次評価報告書は、
地球の気候システムに温暖化が起こっていると断定するとともに、人為起源の温室効果
ガスの増加が温暖化の原因とほぼ断定している。1990 年の IPCC 第１次評価報告書に
は、「人為起源の温暖化ガスによる温暖化シグナルの検出には 10 年かかる」と述べられ




　これまでの温暖化予測は、100 年後の 21 世紀末の時点に重点をおいてモデル実験を
行ってきた。しかし、多くの人々にとってより関心があるのは「自分が生きているうち
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　 今 回 の 実 験 で は、 ア ル ゴ ン レ ー ザ ー（ 波 長
488nm）の発振ビームを、コンピュータ制御の液
晶で作製した位相変調板で反射させ、さらに反射

































（Ⓒ 2007 The American Physical Society）
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2005 年 3 月に設立し、実用化の検討を進めてきた。








































注 2　シクロデキストリン：6 ～ 8 個のグルコース
が結合して環状構造をとった環状オリゴ糖。


















く う げ き
隙などで反射や回折をするために、伝
播時間が遅くなる。この性質を利用し、米国材料












（DaCS-3D：Damage Diagnosis System for Civil 















































































































1） Science 誌 2007 年 12 月 7 日号
2） ｢ 米科学誌 “Science” 等における『ひので』の特集
号の発行について ｣(http://hinode.nao.ac.jp/news/
071207PressRelease/)
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Repeat Hydrography and 
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地球変動予測を意識した２１世紀の海洋観測





を示している。例えば Levitus et 


























































■ 用 語 説 明 ■
注3　International Repeat Hydrography and Carbon Project（国際定線・炭素循環観測計画）：2005年、
日本で開催されたInternational Repeat Hydrography and Carbon Workshopで合意された国際協同観測。ポストWOCE
としての海洋の再観測と炭素循環観測研究を持続的に行うとともに、観測データの流通・統合を行う事を目的とし
た、CLIVARとIOCCP（The International Ocean Carbon Coordination Project：IOCとSCOR（Scientific Committee on 
Oceanic Research：海洋研究科学委員会））の公認プロジェクトである。
注4　CLIVAR（Climate Variability and Predictability：気候の変動性および予測可能性研究計画）：WCRP注5)
の1プログラムで、その目的は、全気候システム内の海洋と大気の相互作用の役割に焦点を当て、地球の気候システムを観
測、再現、予測することである。











画（IRHC: International Repeat 






























































































TOGA（Tropical Oceans and 
Global Atmosphere： 熱 帯 海 洋
と全球大気 , 1985-1994) 計画と
して 1985 年に始まった。この
■ 用 語 説 明 ■








注8　GCP（the Global Carbon Project：全球炭素循環プログラム）：地球圏一生物圏国際協同研究計画
IGBP(International Geosphere-Biosphere Programme)、世界気候研究計画(WCRP)、生物多様性科学国際協同プログラ
ム(DIVERSITAS Programme)、および地球環境変化の人間社会側面に関する国際研究計画IHDP(International Human 
Dimensions Programme on Global Environmental Change)の4つの地球変動研究プログラムの共同イニシアティブである
地球システム科学パートナーシップ(ESSP:Earth System Science Partnership)の一つのプロジェクトである。その目的は、
政策関連の知見（自然科学や社会科学、およびそれらの相互関係に関する知見）を得るため、炭素循環やエネルギーシステム
に関する研究を行うことである。














た。一方、この国際 プ ロ ジ ェ ク






































研 究 開 発 機 構 は、2006 年 に 発
生した IOD 現象を、その前年の























4  “海と地球の変動を予測する”ために望まれる海洋監視システム ●　●　●　●　●
　 数 年 後 に 出 さ れ る で あ ろ う
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Ongoing feedback to optimize value, reduce gaps,















温を 74 年ぶりに更新した 40.9℃
が観測されるような猛暑となっ
た。世界中からも異常気象があい
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築 - エビアン G8 サミットに始ま
りグレンイーグルズサミットで
も言及された「GEOSS」の推
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高効率を目指す太陽電池セルの研究開発動向












































約 1.5 ～ 2 年程度となっている 1）。
多結晶シリコン太陽電池の平均寿
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の 2007 年 1 月号に詳細を述べた
ので参照されたい 6）。
　また、日本の太陽光発電システム
の累積導入量は 2004 ～ 2005 年に
ドイツに追い抜かれている注 2)（図
表 2）。これは、ドイツのエネル
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計算結果を示す 12、13)。図表 7 で
示したように、太陽光の放射強度






500 ～ 700nm（2.5 ～ 1.8eV）よ
りもわずかにエネルギー幅の小さ













































































































の点から、1.4 ～ 1.5eV 程度のバ
ンドギャップを持つ半導体が、高
効率太陽電池セルとして適してい
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E n e r g y  C o n f e r e n c e  a n d 
Exhibition）に お い て、 第 20 回









第 22 回大会では 83 カ国から約
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科 学 技 術 動 向 2 0 0 8 年 1 月
地球変動予測を意識した
21 世紀の海洋観測  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥
高効率を目指す
太陽電池セルの研究開発動向  ‥‥‥‥‥
情報通信分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　空気中で光の軌跡が曲がる現象を初めて観測
エネルギー分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　地熱を利用した二酸化炭素の安定的貯留法
ナノテク・材料分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　ポリロタキサンゲルの化粧品としての実用化検討
社会基盤分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　３次元可視化診断によるコンクリート構造物の非破壊検査
フロンティア分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　太陽観測衛星「ひので」によるコロナ加熱問題の解明
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